
第 89 回日本学生氷上競技選手権大会 

要  項  

平成28年 10月 18日 

平成 28年 12月 20日改正 

 

１．主催 

一般社団法人日本学生氷上競技連盟（以下「本連盟」という。）  

苫小牧市  

 

２．後援（予定） 

公益財団法人日本スケート連盟（以下「日本スケート連盟」という。） 

公益財団法人日本アイスホッケー連盟（以下「日本アイスホッケー連盟」という。） 

北海道 北海道教育委員会 苫小牧市教育委員会 安平町教育委員会 公益財団法人苫小牧市体育協会 

苫小牧市商工会議所 一般社団法人苫小牧観光協会 

 

３．主管 

一般財団法人北海道スケート連盟 一般財団法人北海道アイスホッケー連盟 苫小牧スケート連盟  

苫小牧アイスホッケー連盟 第89回日本学生氷上競技選手権大会苫小牧市実行委員会 

 

４．期日 

平成２９年１月５日(木)～９日(月) 

 ※競技種別ごとの詳細日程は、それぞれの要項参照 

 

５．会場 

 苫小牧市ハイランドスポーツセンター・苫小牧市白鳥王子アイスアリーナ 

 苫小牧市沼ノ端スケートセンター・苫小牧市新ときわスケートセンター 

 安平町スポーツセンターせいこドーム 

 

６．競技種別 

 男子：スピードスケート競技、フィギュアスケート競技、アイスホッケー競技 

 女子：スピードスケート競技、フィギュアスケート競技 

 

７．競技方法 

(１) 男子、女子とも、競技種別ごとの得点合計による学校対抗とする。ただし、フィギュアスケート競技は 

Ａクラスのみを対象とする。 

(２) 競技種別ごとに次の得点を与える。 

１位８点、２位７点、・・・８位１点とする。ただし、アイスホッケー競技の５位から８位までは2.5 

点とする。 

 

８．表彰 

男子、女子とも、優勝校に優勝賜杯（男子は寬仁親王杯、女子は寬仁親王妃杯）及び賞状を、２位から４位 

までの大学に賞状を授与する。 

 

９．参加資格 

(１) 本年度、本連盟登録者であること。 

(２) 各競技種別の参加資格は、それぞれの要項参照。 

 

 



 

10．参加申込 

 （１）本連盟ホームページより申し込むこと（本連盟URL http://jacsif.jp）。 

 （２）大会参加料  S・F部門 10,000 円 H部門 8,000 円 

    参加料徴収の方法を従来から変更するため、後日、参加料納付の方法について、本連盟ホームページに 掲

載する。 

 （３）参加料は、個人ではなく大学部門名で振り込むこと。 

 （４）手続き期限は、平成28年 12月 15日（木）正午【期限厳守】 

    ただし、アイスホッケーの予選競技会参加の大学は、競技会終了後直ちに申し込むこと。 

  

  大会事務局（大会関係連絡先） 

  連絡先 〒150-0012 東京都渋谷区広尾5-4-12 大成鋼機ビル4F 

             一般社団法人日本学生氷上競技連盟 

      TEL：03-6853-8229 （理事長専用携帯電話番号 080-7934-1876） 

            E-mail：info@jacsif.jp 
  ・スピード部門   speed@jacsif.jp (スピード委員長専用携帯電話 070-3328-1424) 

  ・フィギュア部門  figure@jacsif.jp （フィギュア委員長専用携帯電話 070-3316-3058） 

  ・ホッケー部門   hockey@jacsif.jp （ホッケー委員長専用携帯電話 070-3328-1424） 

     

  ＊大会期間中は、理事長もしくは各部門委員長専用携帯電話に連絡すること。 

 

 

11．宿泊 

 第 89回日本学生氷上競技選手権大会宿泊要項による。 

 

12．開会式 

  平成２９年１月４日（水）１４：００～ 

  会場：苫小牧市民会館 

 

  閉会式  

  平成２９年１月９日（月）アイスホッケー決勝戦終了後（閉会式開始時間は、後日決定する。） 

  会場：苫小牧市白鳥王子アイスアリーナ 

 

  ＊開会式、閉会式には、原則として出席すること。なお、表彰の対象となる大学が、閉会式を欠席する場合に 

  は、必ず事前に大会事務局に申し出ること。 

 

12．その他 

(１) 大会中（４の全日程中）の事故等については応急処置のみとし責任は負わない。 

(２) 参加者はスポーツ傷害保険等に必ず加入していること。 

  (３) 個人情報及び肖像権について 

   ①本大会で当連盟が取得した個人情報等（氏名、生年月日、競技成績等）は、大会運営・広報にのみ利用す 

   る。また、当連盟が許可した新聞などのメディアに掲載される場合がある。 

   ②大会時に撮影した写真・映像が、本連盟または実行委員会が作成するウェブサイト、パンフレット、広報 

   物等に使用される場合がある。また、大会時に撮影された写真・映像が、当連盟が許可した団体が製作する 

   出版物、ウェブサイト等に掲載、もしくはインターネット等で配信・中継される場合がある。 

   ③上記①、②を拒否する場合には、必ず事前に当連盟まで申し出なければならない。 

 


